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ルトは南米のペルー沖を流れる海流の名前

にもなっていますが、現在の生物地理学の

基礎を築いた人物です。彼は、南米をはじ

めとして世界各地を旅行し、植生帯と気候

帯を関連付けて理解することに成功しまし

た。また、彼が学術探検という研究スタイ

ルを作ったことが、後にダーウィンのガラ

パゴス探検につながったともいわれていま

す。一方、ダーウィンはガラパゴス諸島に

すむフィンチ類の多様性から、自然淘汰（適

者生存）をもとにした進化論に到達しまし

た。ダーウィンの進化論は、はじめ世界に

衝撃と反発を生み、すぐには受け入れられ

ませんでした。それでも、この時代にはす

でに非常に多くの標本や自然史データが蓄

積されていたので、冷静に検証が進められ

るにしたがって次第に受け入れられていき

ました。フンボルトやダーウィンらの研究

は新しい自然観を提供するとともに、自然

史研究をそれまでの収集と分類という単調

な作業から、自然の規則性や歴史性、関係

性といった自然の本質へと迫るものに大き

く変えたのです。

　その後 20 世紀前半にかけて、自然史研

究は世界中を席巻しました。この頃までに

は主要な生物群の分類体系がとりあえずあ

らかた完了し、種数が著しく多い昆虫など

でも目レベルの記載までは終わっていまし

た。思えば、広い地球上の生き物をよくこ

んなに短期間で調べたと感心させられます。

しかしこれには、植民地開発が大きな原動

力として働いており、植民地主義なくして

これまでの自然史研究の成果はなかったと

いっても過言ではないような気がします。

その時代、自然史研究はもっとも代表的な

自然科学の一分野であり、各国の主要大学

ではこぞって先進的な研究が行なわれてい

ました。

　こうして、20 世紀後半まで地理的な意味

で自然史研究の手が届かなかったのは、南

極や深海、熱帯雨林の一部などでした。

次号につづく．．．．．

体験シリーズ　生物分類技能検定を受ける
丹羽真一＋渡辺展之

　世の中どこもかしこも資格ばやり。デフレのせいともいわれますが、主催

者の銭儲けもおおいに疑われます。こうも種類や数が増えると、１種のイン

フレのようなもので、値打ちも半減ではないかと思いますが．．．。などとい

いつつ、私（丹羽）も調査館を代表して生物分類技能検定を受けました。

運良く合格しましたので、どんな試験なのか、またどんなふうに合格できた

かを紹介します。（受験を）お勧めするというものではぜんぜんありませんの

で、あしからず。でも、もし受けようという人がいたらちょっと参考になるかも。

　●どういう試験か

　この試験は、環境省の外郭団体である（財）

自然環境研究センターが実施しています。

案内の趣旨を引用しましょう。「野生生物に

関心のある人々を対象に、正しい分類の知

識の向上を図り、調査や保全を担う明日の

人材を育てるとともに、動物分類学や植物

分類学の発展に寄与しようとするものです。
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あわせて野生生物調査に関わる生物技術者

の育成を図ることにより、今後の環境調査

の精度の向上にも貢献したいと考えていま

す」とあります。ようは、自然環境に詳し

く正確な調査のできる人材がこれからもっ

と必要になるので、そういう人材を養成し

ようということで始められたということの

ようです。１・２級合格者は、環境省の入

札等に必要となる有資格者として認められ

ています。

　４級から１級まであり、２級では「動物」

「水圏生物」「植物」の３部門に分かれ、１

級ではさらに動物部門が「哺乳・ハ虫・両

生類」「鳥類」「魚類」「昆虫類」の4分野に

細分され、水圏生物部門が「浮遊生物」「遊

泳生物」「底生生物」の3分野に細分されま

す（植物部門は植物分野のみ）。ちなみに、

１級でもっとも受験者が多いのは植物分野

（71 名）で、少ないのは水圏の浮遊生物分

野（５名）と遊泳生物分野（６名）です。

　なお、こういう試験の常ですが、受験料

はお安くありません。４級で３千円、３級

で５千円、２級で 7,500 円、１級で 12,000

円です。２級には講習会（東京と大阪）があっ

て、過去の試験問題の解説や試験のコツな

どを伝授してくれるようですが（参加して

いないのでよく分かりませんが）、こちらも

１日の受講料が 13,000 円也です。

※生物分類技能検定について詳しくは

　http://www.jwrc.or.jp/Approval/

top.html

●２級について

　試験問題は、生物に関する一般知識問題、

カラー写真による植物の同定、標本スケッ

チからなります。一般知識問題では、「『二

名法』を提唱したのはだれか」（答え：リン

ネ）といった問題や、イネの花のスケッチ

が出ていて、各部の名称を語群から選ばせ

る問題などです。カラー写真では、ヤマグワ・

エイザンスミレなどが出ていました。標本

スケッチは、オニグルミ（落葉期）の乾燥

標本が与えられ、頂芽・側芽・葉痕などを

図示するように指示されていました。考え

る問題がほとんどないので、時間的にはゆ

とりがあり、時間終了まえに退出する受験

者が多いようです。

２級受験～私の場合

　会社になって２年目の 2001 年度に初めて２

級（植物）を受験。試験は 12 月にあった。すで

に合格されていた野生総研の志田さんから、過

去問と講習会資料のコピーをもらっていたので、

直前（前の晩）にそれだけをひたすら暗記して

臨む（まるで学生の試験だ）。「１年おきに同じ

問題が出るのが試験の法則」という、渡辺（修）

の予言通り、半分以上の設問がほぼ一字一句そ

のままに出題された。そのおかげで運良く合格

した。志田さんには本当に感謝。しかし、こん

な手抜き試験でいいのかという疑問は残る（2002

年度は出題傾向が変わったらしい）。

●１級について

　２級合格者だけに受験資格を与えていま

す。一次試験と二次試験からなります。一

次試験は筆記で、試験時間は２時間半。二

次試験は口述試験で、会場は東京と大阪の

み。2002 年度から試験が設けられました。

（財）自然環境研究センターのホームペー

ジの情報によると、今回は計 181 人の受験

者のうち（受験資格のある人はこの時点で

315 人なのでそのうちの約６割が受験した

ことになる）、93 人が一次試験に合格。さ

らに、二次試験には 86 人が合格しました。

つまり一次試験合格者の９割以上が二次試

験にも合格しているのです（欠席者もちょっ

とはいるだろうからほぼ 100% では）。後で

詳しく述べるように、二次の口述試験では
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機能的な質問は少なかったこともあわせる

と、はなはだ儀式的なものだったといえま

す。

１級受験～私の場合

　一次試験（筆記）について

　昨年 12 月 15 日に札幌学院大で実施。１

級の試験は今回が初めての実施なので、今

度は過去問がない。忙しい時期で勉強時間

もとれなかったので、何も準備せずに臨む。

予想外の小論文形式の試験問題におおいに

戸惑ったが、試験勉強の有無とは無関係だ

と気持ちを切り替えた。共通問題と専門問

題の各１題で、共通問題は次の通り。

「あなたがこれまで経験した業務の中で、

分類技能を駆使したものをひとつあげ、

その分類技能的内容を 400 字詰め答案用

紙３枚に記述しなさい。」

　私は、2000 ～ 2001 年に行なった羊蹄山

での植物調査（本誌 19 号に詳しく紹介）に

ついて記述することにした。紙数や時間が

限られているので、書き始める前に頭の中

で、主要なテーマのほか、項目立てと流れ

をおおよそ決めた（問題用紙の隅にフロー

や効果的な用語をメモ）。ここまでで使った

のは 10 分程度だが、答案用紙を埋め終わっ

たときにはほとんど持ち時間が残っていな

かった。1 時間を過ぎたら提出して帰って

もよいことになっていたが、他の人も時間

終了まで残っていた。２時間半もの間、ト

イレに立てないのはなかなかつらかった。

なお、私は小論文の書き方についてとくに

勉強したことがなかったので、ハウツー本

を一冊でも読んでいたらよかったかなと感

じた。

１級の二次試験（口述）について

　二次試験は、今年２月 15 日に東京の中央

大学駿河台記念館で行われた。わざわざ飛

行機で日帰りした。しかも、古本屋めぐり

をしているうちに帰りの飛行機に乗り遅れ

るというオチまでついた。早割チケットを

取っていたため、キャンセルになりもう１

枚チケットを買わされる羽目になった。

　試験官は２名で、どちらも年配の方だっ

た。私は分類学関係にうといのでよく分か

らないが、たぶんどこかの大学を退官した

分類学の先生ではないかと思う。

　なお、二次試験の質問と私の回答を以下

に詳しく挙げてみる。

質問１．「経歴を簡潔に話してください」

　大学時代のサークルの調査活動、NGO 時代の

孤立林研究の内容（本誌 14 号などで紹介）、現

在の会社での仕事内容について説明。主催者で

ある（財）自然環境研究センターは、環境省と

つながりの深い団体なので、なるべく国立公園

がらみの仕事を話題にするようにした。試験官

には、自分たちで会社設立したことについて興

味を持たれた。

質問２．「羊蹄山の調査で難しかったことは何で

すか」「法規的に難しかったことはありませんで

したか」

　一次試験の答案用紙をもとに質問された。私

の回答はおおよそ次の通り。「羊蹄山では百年近

く前から調査があるので、それらと今回の調査

の出現種の情報を整理統合した。その際に、同

じ植物に別の名前がついていることがあるので、

その点にとくに注意した」「同定ではイネ科・カ

ヤツリグサ科・シダ類に気を使った」。また、郷

土館がらみだったので採取等の許認可関係はす

べて（倶知安）町の方でやってもらいましたと

答えたら、「それは楽でしたね」と返された。「エ

ゾノダケカンバとダケカンバはどのように扱い

ましたか」という質問には、知りませんとしか

答えられなかった。

質問３．「２級と１級の違いはなんだと思います

か」「プロとは何だと思いますか」

　禅問答のような質問で返答に窮したが、よう

するに「有資格者としてどういう形で社会貢献
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するつもりか」ということらしかった。何とか

答えてみたが、「まだ足りない面もあるので勉強

を続けたい」「これまで以上に責任を感じながら

調査や研究をやる」などという抽象的な答えに

なった。「会社の中で若い人を雇って育てるとか

あるでしょ？　そういうのは考えてますか？」

という質問もあった。「将来的なこととして考え

てみたい」と答えておく。

質問４．「あなたがこの検定に合格すると会社に

とってどんなメリットがあるのですか」

　「私のメリットですか」と聞き返すと、「あな

た自身にもあるでしょうが、会社にもなにがし

かあるのではないですか」と聞かれた。「うちの

会社は元請けをやるわけではないので、直接の

メリットはないと思うが、対外的な信用が上が

るかもしれない」と一応答えておく。

質問５．「出身大学の研究室はどんなところでし

たか」「どんな研究をしていましたか」

　時間が余り気味だったのか、経歴に関する質

問にまた戻ってしまった。「水産学部から植物の

研究室に移り、最後は昆虫関係の研究室にいた」

「花と昆虫の関係などを野外で研究していた」と

回答したところ、「植物と昆虫の分類や同定にお

ける共通点は何だと思うか」「昆虫の研究をして

いたことで植物の研究に役立つこともあるので

はないか」とまたまた難しい質問がきた。自分

は分類のことを学んでいたわけではないと前置

きしつつ、「分類や同定を含め、野外研究のセン

スは対象が変わっても生かせるので、いろいろ

な生物群のことを知ることができたのはよい経

験になった」と答える。

　口頭試験は 21 分間だった。本当は１人

20 分間で１分オーバーだったようだ。最後

は、「北海道から来たんですね。ごくろうさ

ま」とねぎらってもらって、終わった。

●受験した感想

　２級の問題は理科（中学？）のテストを

思い起こさせるような内容でした。一方、

１級では急に業務経験や業務態度を問うよ

うな問題で、飛躍を感じました。どちらも、

実務的なことにこだわっているのかもしれ

ませんが、もう少し分類学の深遠さ（例え

ば分類学の哲学や分類学における重要な概

念など）が分かるような問題があってよい

と思いました。

●生物分類技能検定・動物編　　　　

　落選記　by 渡辺展之

　すでに 1 年以上前のことになるが、生物分類

技能検定を受験。最近できた資格だが、業務に

関連してコンサル関係者も多数受験しているら

しい（当日は若い学生の姿も目立った）。植物・

動物・水圏の 3 部門あり、受験時はまだ２級ま

でしかなく（今年度は1級も開設）、調査館3名

が挑戦。修・丹羽 2 名は植物だが、なぜか展だ

け動物部門の受験にさせられる（受験料は会社

もちだったので仕方がない）。試験会場にいき、

入室して自分の受験番号の席を探すも見つから

ない。試験官に尋ねると席をつくるのを忘れて

いたらしい。あわてて最後尾に席をつくっても

らう。いきなりの疎外感に見まわれたが（扱い

悪い！）、試験が始まる。ざっと見渡してできそ

うな問題から手をつけるようとするが、後回し

後回しで問題用紙をめくり終えてしまった。気

を取り直して最初の問題にとりかかる。問題は

全部門共通と各部門にわかれていて、知らなきゃ

答えられない問題ばかりで、考える余地はあり

ません。ほとんどが選択問題なのでとりあえず

は記入できるけど。

　動物部門の出題内容は4パターンに分かれる。

1. 動物の各部形態の名称に関するもの。2. 動物

の分布に関するもの。3.分類群に関するもの。4.

写真や実物標本を見て解答するもの。

動物といってもシラミのようなものから、哺乳

類までと範囲がとてつもなく広い。

実際の問題はこんな感じです。

分布に関する問題
問題４　本州の東北地方に自然分布しな

いものを 4つ選べ。

A．ウサギコウモリ　B．エゾウグイ　C．

コウベモグラ　Ｄ．ヤチネズミ　Ｅ．ハ



-26-調査館通信 24・25 号（2004）

イタカ　Ｆ．フクドジョウ　Ｇ．ウミア

イサ　Ｈ．キムラグモ　Ｉ．ザリガニ　Ｊ．

ヌマガエル　Ｋ．ハコネサンショウウオ

　Ｌ．ヤリタナゴ

分類群系の問題
問題５　次の４種の寄生虫が属する分類

群を以下から選べ。

Ａ．エキノコックス　Ｂ．アニサキス　Ｃ．

カイチュウ　Ｄ．マラリア

（１）線形動物　（2）へん形動物　（3）原

生動物

解答
問題 4　C,F,H,J

問題 5　A(2), B(1),C(1),D(3),

　すでに合格は諦め、試験後に取り上げら

れてしまう問題用紙の暗記に全力を注いで

今後に生かそうと姑息な手段にでていたが、

その後、過去の問題も流出していると聞き

無駄な努力をしていたと嘆く。受験を考え

ている人にはこうした過去問題に一度目を

通しておくことをお勧めします。問題が全

国一律なので生物相の違う北海道は不利だ

し意味が薄いとか、暗記偏重で実用的な知

識とのズレがあるなどの問題がいわれてい

るが、持っていて困るものではないので、

労せず手にできれば越したことはないと思

う。まじめに付き合うのは時間の無駄だけ

ど。

　ちなみに、結果は 20 分も経たないうちに

早々に書き終えて退室していた修は×、展

も当然×で、丹羽のみが合格した。さすが

主任技師（笑）、面目を保った。

　　◆追加情報など
　最後にメンバーに「社長権限」で強制的に

受けさせた（でも受けることは別にお薦めし

ない）私の方からいくつかの補足解説を（そ

ういう私も一応受けたが落ちました）。この

検定は、名前のとおり文字どおりの「（旧来の）

分類学」「同定力」を競うもので、今の時代

になかなか個性的な光を放っている（すみま

せん、割と悪い意味で書いてます）。「自然史

研究特集」でもおいおいふれていくことにな

るだろうが、なつかしいとしかいいようのな

い古い教科書に出てくる系統分類の話ばかり

で、うんざりさせられる試験。アウトドアガ

イドの資格もそうだが、バリバリの「現場主

義」、手が動いてなんぼの世界で「ペーパー

テストで何が分かるンじゃぁ」という声も必

至の立場。写真をみての同定やスケッチなど

の実技？もいい味を出しているというか何と

いうか。

　分類学の復興を願うコンセプト自体、環

境省や自然環境センターの学識者の人脈が

忍ばれるが（笑）、一方で環境調査業務との

結び付きを強調することで、俗世との関わり

を持ってきている。国家資格ではないが、環

境省の入札資格にも指定してもらったりし

て（仕事を受けるのに有資格者が会社にい

ることが条件になる）、バカにならない威力

を持ってくるかもしれない。２級と 180 度

違う方向性の 1級試験は明らかに「技術士」

の試験を意識していて、とってかわる野望

を秘めているようだ。

　試験は絶対評価のはずで、合格率がグラ

フのように低いのきっと主催者側も頭を悩

ませているに違いない。受験意欲を減退さ

せているのは間違いないので．．．．

渡辺  修
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植物部門２級
　合格率10～ 19%

植物部門１級　合格率39%

植物部門２級
　合格率10～ 15%

植物部門１級　合格率51%

横軸は受験者数　■が合格者


